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泌尿器科領域におけるTolmetin Sodium

          の効果について
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TOLMETIN SODIUM IN UROLOGICAL PRACTICE
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  Tolmetin sodium， a non－steroid and non－pyrine agent， was evaluated as to its anti－inflammatory

and analgesic effect． ln our urological use， the total effectiveness was observed in 75 O；6 of the cases

administered．

  Side effects were seen in 2 of 20 cases， one bt’irig gastrointestinal disorder ancl another eruption．

Both were cases who received 600mg per day．

  No hematological or b三〇chemical abnormalities were induced by administratien of this drug．

  After establishing saftiness as to side effects in more case studies， antiinfiammatory and ar］algesic

effect of this drug would be greatly expected．

は じ め に

 われわれは新しい非ステPイド抗炎症剤である

Tolmctin Sodiumを使用して，泌尿器科的検査）．小

手術のほか急性睾丸炎，前立腺肥大症，難治性膀胱炎，

前立腺肥大症あるいは前立腺炎に尿道炎を伴う症例な

どについて本剤の消炎，鎮痛効果を検討したので，そ

の成績を報告する．

Tolmetin Sodiumについて

 本剤の構造式はFig・1にしめしたとおりである．

W・ngらは本剤の抗炎症作用はphenylbutazoneの3

～10倍と報告しているが，Wistar系ラットにCarrage－

eninを使用して起こした浮腫に対するED5。は経口投

       o
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Fig． 1．

与で13噸6m9／k9でibufenac， asPirinのそれぞれ約

7，5倍，phenylbutazoneとflufenamic acidとは同

程度の効果であるという実験成績がしめされている．

 ddN系マウスにphenylquinolleによる苦悶を起こ

させた場合の鎮痛効果はED50が4．08 mg／kgでphe－

nylbutazoneの8～15倍， fiufenamic acidの14倍，

aspirinの実に46倍と報告されている．

 Brownらは本剤を臨床的に長期使用しても問題と

なるような副作用はなかったといっている，

 HoltzmanあるいはLewisラットを使用して50％

に潰瘍を形成する量をしらべたWongらの研究で本

剤は225～275mg／kgでindomethacinの4．2～4・7

mg／kgと比較してあきらかに潰瘍形成の危険が少ない

ことも説明されている．

使 用 症 例

 使用症例はTablc lにしめしたように20症例であ

る．そのうちわけは内視鏡検査，生検などの検査時に

使用したものが2例，泌尿器科的小手術にさいし使用

したもの6例，急性睾丸炎，前立腺肥大症，前立腺肥
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Tab！e 1・使用症例

生亀。eまカ｝：Telmetin Sod量um

症
例

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

工8

年性1

古論1 診 断

38i男

冒
49v男

1q燦胱腎鰭
4gp肥立搬
盟精鰐騰）
・・P男 〃
23甥包     茎
：1瞬 二

  

41 P男爵性腺丸炎
62男前立腺肥大症
70男  〃  （術後）

旧離撃臨
戦立道腺奏

3哩
4甥
，，［男

19、、1男

  t1
20i44汝i
  I

！1

11

rz

l！

膀 胱結 石．
慢性膀胱炎

間質性膀胱炎

f！

1日量×期間
（mg） （日）

100× 1

100x 工

200× 2

 11

 1／

 11

 ！1

 ！1

300× 5

300× 7

200 X 10

200× 7
300× 7

300 × 10

300 × 10

300× 5
300× 5

300× 7

300× 7

300X 7

600× 7

600× 7

副作用

胃腸
障害

効果

・…71発倒

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

大症あるいは前立腺炎に伴う尿道炎，難治性膀胱炎な

どの疾患に使用したもめが12例である．

症例別の臨床効果

 a．泌尿器科的検査例

 症例1は膀胱の奇形とこれに伴う水腎症の患者であ

る．この患者の膀胱鏡検査と逆行性腎孟造影法を施行

するにさきだって本剤100mgを内服させて検査を施

行した．その結果，検査終了までほとんど落痛はなか

ったといっている．

 症例2は前立腺の生検を施行するまえにやはり100

mgを内服させた．生検中および生検終了後1時間ま

での終痛は（±）程度で，印象としてはインダシン坐剤

を1剤使用した場合と同程度であった．

 b．泌尿器科小手術例

 症例の3～5は精管結紮切断術，7～8は包茎の環

状切除術後の終痛および浮腫などの効果をみるために

使用した．

 例えば症例3においては局所麻酔の効果が消失した

と思われる後も全く落痛がなかったといっている，他

の2例もほとんど同じような成績であった．

 環状切除術後に使用した症例の7～9でも効果がみ

とめられ，例えば症例7においては手術を終えた約2

時問後に痺痛ががまん出来なくなったので本剤を100

mg内服した結果，2時間後には全く落痛が消失した

といっている．

 c．急性睾丸炎

 症例9であるが耳下腺炎による急性睾丸炎と思われ

る点もあるが原因ははっきりしていない．いずれにし

ても睾丸が忌忌し圧痛があり，37．5～38℃の発熱が

みられた．

 本剤内服後2日目までは症状にあまり変化はみとめ

られなかったが，3日目から改善がみられ4日目には

完全に下熱し，睾丸の腫張，圧痛もかなり軽減した．

 d．前立腺肥大症

 症例IOは定型的な前立腺肥大症の患者であり前立腺

摘除術を施行した患者であるが，入院にさきだち本剤

を投与したところ，約1週問後には排尿困難，残尿感

などの自覚的症状が改善したといっている．

 症例lIは前立腺肥大症の手術後に膀胱頸部から後部

尿道にかけて充血，ウッ血，浮腫などをきたし排尿困難

と残尿感を訴えた患者で，本剤内服3日目までは症状

は不変であったが，その後しだいに改善がみとめられ，

内服後10日目にはほとんど症状は消失したといってい

るが残尿は20mlから3mlとなった。

 e．前立腺肥大症あるいは前立腺炎に尿道炎をとも

なった例

 症例12は前立腺肥大症であるが高齢と全身状態より

手術が不能であり，留置カテーテルを施行している患

者であるが尿道炎による尿道痛および膿分泌に対し，

小量の化学療法剤と本剤を併用したがほとんど効果は

みとめられなかった．

 症例13～17はいずれも慢性あるいは悪急性前立腺炎

に後部尿道炎を伴った患者であるが5例中3例は有

効，2例は無効であった．

 有効であった症例13についてみると，本剤内服5日

目より尿道分泌液中の白血球が（一H一）から（±）となり，

7日目より自覚症状はほとんど消失した．なお尿道分

泌液中の細菌は検鏡によってわずかであるが初めから

みとめられ，これは不変であった．

 f．難治性膀胱炎

 症例18は膀胱結石を伴う慢性膀胱炎で抗生物質の単

独使用では効果があまりみられなかったが本剤を併用

することで使用7日目には排尿痛がかなりとれ，尿中

白血球も（＋）から（±）となり，いちおう効果があった



と思える．

 症例19～20は間質性膀胱炎であるが，これらの症例

は本剤の投与によって自覚症状，他覚的所見のいずれ

にも効果はみとめられなかった．

        臨床効果の検討

 泌尿器科的検査例と泌尿器科小手術例に使用した8

例は全例が有効（有効率100％）であった．

 急性睾丸炎，前立腺肥大症，前立腺肥大症あるいは

前立腺炎に尿道炎をともなった例，難治性膀胱炎など

の症例では12例のうち7例が有効（有効率58。3％）と

いう成績である．

 しかしこの12例のうちはじめから本剤による効果が

生亀・ほか：Telmctin Sodium

        あまり期待できないような症例12，
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                18，19，20などの

例をのぞくと8例のうち6例が有効（有効率75％）で

ある．

 また20例について全体的にみると20例中15例が有効

（有効率75％）であった．

        副  作  用

 はじめにのべたように本剤の特色の一つは問題とな

るような副作用が少ないことであるが，われわれの使

用した20例では1日量600mgを投与した症例19に胃

腸障害，症例20に発疹がみとめられた．

 なお血液，血液化学所見においてTable 2，3にし

めしたように本剤による異常変動はみられなかった．

Table 2・血液化学所見
＼項1尿素窒素レレアチニン「

ボ
（mg／dl）

    ナトリウムi
gg｝g，Ld！）fdl）［．     gg｝Euu．gy．q／di）1

前陳 前 後
9

10

工3

／s1

17 1

29 1

14

10

20

18

21 i

i6 i

13 li

20 i

16

クロール カリウムi
       （mEq！dl）1 （mEq／dl） 1・ GOT

   （u）

忌寸［ 前後1司副司後

GP ・nii・ i A L． P

   g）．1－rmmrmg．〉．

副副前後
1鶉：li ll：臆

lli陰1一劃i矧

93

107

90r

1互0

104

101

105

100

109

100

4，4i 3．9

4．2 1 4．0

4．5！ 4．3

4．6 i 4．9 1

4，1 ！ 4．0

40

工8

20

22

37 1

22 1

2i 1

30
16 1 20

39

17

10

16

17

40

！7

14

6．1

13 1 8．2

15

19

5．0

7．2

19

8．3

8．6

！0．3

10．0

Table 3．血液所見
＼習
症＼
例 ＼1

ヘモグロビン
     （g／dl）

前 後

9

10

13

15

17

14．2

12．8

！2．7

13．4

15．0

13．5

12．6

！4．1

12．9

14．7

ヘマトクリットi赤血球数i白血球数血小板数
     Qt）lmYt－Lg2kpg｝！04／mm3）1pa／mm3）lww一一（104 x mm3）

前 後 前 後 前 後 前 後

45．0

41．0

40．8

45．1

47．0

43，7

41．3

43．3

41．7

45．9

499

421

415

488

502

493

419

460

448

489

8，200 11／ 7，iOO

7， Ooo 1 6， 800 1

6，800 1 6，200 ！

7，7001 6，600

7， 300 1 6， 900 1

28

24

30

25

24

20

2B

26

20

25

        ま  と  め

 非ステロイド，非ピリン系薬剤であるTolmetin

Sodiumの抗炎症，鎮痛効果についてのべた，

 本剤の泌尿器科領域における症例別の臨床効果をの

べたが，全体的にみて本剤の有効率は75％程度であ

る．

 副作用は20例中1日量 600 mgを投与・した2例にみ

とめられ，1例は胃腸障害，1例は発疹であった、な

お本剤による血液，血液化学所見の異常変動はみられ

なかった，

 問題となるような副作用の発現が少ないことが今後

さらに確認されるならば本剤は消炎，鎮痛剤としてじ

ゅうぶん期待できる薬剤である．
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